
　
　
文
シ
テ
ィ
サ
ミ
ッ
ト
が
、
７
月

　
　
３
日
、
４
日
の
２
日
間
に
わ
た

り
洞
爺
湖
文
化
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ

れ
ま
す
。
同
サ
ミ
ッ
ト
は
、
縄
文
文

化
の
意
味
・
深
さ
・
歴
史
的
意
義
を

探
求
し
、
同
時
に
ま
ち
づ
く
り
に
活

用
す
る
た
め
の
方
策
を
検
討
す
る
た

め
に
開
催
さ
れ
ま
す
。

　
縄
文
都
市
連
絡
協
議
会
に
参
加
し

て
い
る
市
町
の
中
か
ら
選
ば
れ
た
地

域
で
開
催
さ
れ
、
今
年
で
12
回
目
を

迎
え
ま
す
。

　
昨
年
９
月
、
洞
爺
湖
町
の
縄
文
遺

跡「
入
江･

高
砂
貝
塚
」を
含
む
、「
北

海
道
・
北
東
北
を
中
心
と
し
た
縄
文

遺
跡
群
」
が
世
界
文
化
遺
産
国
内
暫

定
リ
ス
ト
に
追
加
記
載
さ
れ
た
こ
と

や
７
月
に
Ｇ
８
北
海
道
洞
爺
湖
サ
ミ

ッ
ト
の
開
催
地
と
な
っ
た
こ
と
な
ど

か
ら
、
協
議
会
へ
の
加
盟
と
２
０
０

９
年
の
洞
爺
湖
開
催
に
向
け
て
活
動

を
展
開
。
昨
年(

２
０
０
８
年)

11
月

に
宮
城
県
東
松
島
市
で
行
わ
れ
た
総

会
で
、
洞
爺
湖
町
開
催
が
承
認
さ
れ

ま
し
た
。 

　
縄
文
人
は
自
分
た
ち
を
取
り
ま
く

環
境
を
見
つ
め
て
自
然
と
の
共
生
を

果
た
し
て
き
ま
し
た
。
動
物
を
か
た

ど
っ
た
製
品
や
土
偶
、
ス
ト
ー
ン
サ

ー
ク
ル
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
モ
ニ
ュ

メ
ン
ト
な
ど
か
ら
は
、
彼
ら
の
自
然

に
対
す
る
「
感
謝
」
と
「
畏
敬
」
の

念
を
う
か
が
い
知
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　
そ
し
て
、
そ
こ
か
ら
は
現
代
に
生

き
る
私
達
も
学
ぶ
べ
き
と
こ
ろ
が
き

っ
と
あ
る
に
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。 

　
７
月
３
、
４
日
の
「
縄
文
シ
テ
ィ

サ
ミ
ッ
ト
in
と
う
や
湖
」
で
は
、
１

万
年
に
わ
た
っ
て
自
然
と
の
共
生
を

果
た
し
た
縄
文
人
の
「
心
」
を
テ
ー

マ
に
、
現
代
へ
託
さ
れ
た
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
考
え
、
縄
文
文
化
の
魅
力
や

歴
史
的
意
義
な
ど
に
触
れ
て
い
き

ま
す
。

現
代
へ
託
さ
れ
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
は
？

縄
文
人
の
「心
」を
知
ろ
う

自然を愛し　共に生き
必要なものを必要なだけ手にいれる
使える道具は、何度でも…何度でも…
最後まで大切に使い、丁寧に

土に返す…縄文人
彼らは、今の私たちをどう思うのでしょうか？
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